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1. はじめに

鳩山前首相　：　普天間基地移設問題

「最低でも県外移設」→　結局　辺野古

　その後退陣

沖縄のアメリカ軍基地の今後　？

2. これまでの経緯

1. 沖縄の基地

1945 年　第二次世界大戦　戦中に占領

1972年　本土復帰

「核抜き本土並み」　

→　実際：アメリカの基地が沖縄の面積の10％　／　核兵器も

2. 住民への影響

　　　　アメリカ兵による暴行事件は何度も発生

1995年　小学生の少女がアメリカ兵3人に暴行される

2004年　ヘリコプターが沖縄国際大学へ墜落

3. 日米地位協定

アメリカ兵による

事件　：　すぐには逮捕できない

事故　：　警察調査できない

4. 全国知事会

沖縄の負担軽減を！　しかし　前向きな発言は大阪の橋下知事のみ

3. 識者の意見

1. 慶応大学の添谷芳秀氏

1. 沖縄の負担を減らすことは当然

2. 当面は政権の責任で普天間基地使用を継続

3. その間に中長期的展望の立て直し。国際情勢分析と日米安保の役割をアメリカと対話

2. アメリカ外交問題評議会上級研究員のシーラ・スミス氏

1. 基地問題＝「ローカルな問題」

今後　：　問題全般を包括的に解決するような方向で

4. まとめ

1. 国際的な枠組で考える。＝二人の識者の共通。

→　しかし、北朝鮮や中国が軍事力を拡張するための口実もなったのでは？

2. 沖縄の人々：戦争や国家の論理の恐ろしさを知っている　→　沖縄の人々の意見を尊重！

